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SampleD pthModa1composition（％） PorositySampleD pthModa1comp◎sition（％） Porosity
No． （m） Gm ? O1 Cpx0px （％） No． （m） Gm ? Ol CPxOpx （％）
2－1 9．7 74．820．64．5 O．1 O．0 20．8 12－1 118．491．8 7．2 1．O O．O 0．O 6．4
2－2 11．672．722．74．1 0．6 O．0 1011 12－2 125．390．2 9．8 O．O O．O O．O 4．8
…　　　　　■ 12－3 129．388．511．5O．O O．O O．O 2．3
3－1 18．377．518．53．7 0．4 O．O 2．3
3－2 20．273．524．32．O O．2 O．O 3．8 13－1 134．595．1 4．8 O．1 O．O O．O 3．9
3－3 23．674．423．21．8 O．6 O．O 2，2 1　．　●　．　■
3－4 25．573．221．53．8 1．5 O．O 27．2 14－1 136．8 6．713．3O．O O．O O．O
1．2
3－5 26．776．O20．1 3．6 O．3 O．O 7．1 14－2 139．792．O8．O O．O O．O O．O O．6
3－6 27．377．217．94．O O．9 O．O 7．9 15－1 143．798．8 1．1 O．1 O．O O．O O．8
4－1 30．991．1 9．O O．0 O．0 O．O 5．9 15－2 145－798．9
1．1 O．O O．O O．O 2．0
15－3 152．498．6 1．2 O．O 0．O O．O 1．4
5－1 33．890．8 9．2 O．O O．0 O．O 1．8 15－4 154－297．2 2．8 O．0 0．O O．O 1．O
5－2 36．186．513，5O．O O．O O．O 3．9 15－5 155．499．5 O．5 O．O 0．O O．O O．7
5－3 38．883．916．0O．1 O．0 O．O 1．6
16－1 160．597．9 O．9 1．2 O．O O．O 22．5
6－1 47．185．O14．9O．1 O．0 O．O 1．6 16－2 162．396．9 3．1 O．0 0．O O．O 6．3
6－2 52．670．229．60．2 O．0 O．O 3．9
18－1 171．176．919．82．9 O．3 O．1 5．2
7－1 61．673．1 25．81．1 O．0 O．O 1．2
7－2 66．782．1 17．9O．O O．0 O．0 13．9 19－1 174．282．317．7O．O O．0 0．O 10．9
19－2 177．884．115．9O．O O．O OlO 13．2
8－1 73．980．O19．9O．1 O．O O．O 1．8
8－2 75．877．622．4O．O O．0 O．O o．9 20－1 180．984．413．62．O O．O OIO 41．9
8－3 77．878．721．2O．1 O．0 O．O 10．1 20－2 183．579．615．35．1 O．O O．O 22．2
20－3 184．292．2 4．5 3．3 0．O 010 43．3
9－1 84．885．913．9O．3 O．0 O．O O．5
9－2 89．583．1 16．9O．O O．0 O．O 14．5 21－1 185．584．613．61．5 O．3 O．O 6．7
21－2 187．576．222．31．1 O．4 0．O 8．9
10－1 92．470．429．6O．O O．O O．0 16．8 21－3 189．778．519．91．6 o．o 0．O 4．4
10－294．571．O28．9O．1 O．0 O．O 9．O 21－4 190－681．116．92．O O．O 0．O 36．2
21－5 193．279－519．9O．6 O．O 0．O 10．5
11－1 103．964．235．6O，2 O．0 O．0 1．9 21－6 196．574．623．91．3 O．2 0．O 10．911－2 106．268．531．3O．2 O．O O．O 1．O
11－3 107．970．229．2O．4 O．2 O．0 3．1 22－1 199－175．824．1O．2 O．O O．O 10．3
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と粗粒である．カンラン石斑晶の含有率はごく僅かで，
第6～9層に含まれる斑晶のように反応縁が認められる
ものもある．斜長石斑晶では蜂の巣状のものが多い．ま
た，カンラン石と斜長石の集合斑晶は下部の第10，11層
を除き認められない．
（6）グループF（深度2～3層；深度5～29m）
　層厚が10，12mの溶岩からなる．溶岩はやや球形ある
いは変形した気泡を含む．斑晶量は23～27％と高い．斜
長石斑晶の最大平均粒径は5～8mmと粗粒で，カンラ
ン石斑晶の最大粒径も1～2mmと粗粒である．カンラ
ン石斑晶の含有率は2～5％と高く，反応縁が認められる
ものはない．また，カンラン石と斜長石の集合斑晶が認
められる．
4，5　記載岩石学的特徴に基づく層序
　今回のボーリングコアでは地下200mまでの間にほ
ぼ連続して層厚が数m～10数mの溶岩が19層認めら
れた．表層には5000～7000年前のテフラが存在すること
からこれらの溶岩は新富士火山の旧期溶岩ないしそれ以
前の古富士火山の溶岩であると考えられる．津屋（1971）
によれば古富士火山末期の溶岩は5mm以上の粗粒な
斜長石斑晶を含まず，比較的粗粒なカンラン石斑晶を含
むのに対し，新富士火山初期の旧期溶岩は粗粒な斜長石
斑晶を含み，カンラン石の斑晶はやや細粒である．また，
津屋（1971）や富樫ほか（1991）が指摘しているように
比較的初期の旧期溶岩には無斑晶質なものがある．
　今回採取された噴出物の中でも層位により斜長石とカ
ンラン石の粒径に差がみられる．最下部のグループAで
は斜長石斑晶の最大平均粒径は5mm前後とやや細粒
だが，カンラン石斑晶の最大粒径は1～2mmの粗粒な
ものが多い．一方，グループB～Fについてみると，グ
ループCで斜長石斑晶は一旦，5mm以下とやや細粒と
なるが，それ以外は5～10mmと粗粒であった．カンラ
ン石斑晶はグループB，CではO．5mm以下と細粒で，グ
ループD，Eも概ね1mm以下だが，Eでは2mm近いも
のを含むようになり，Fでは再び1～2mmと粗粒になる
（図4）．
　斑晶量にっいても層位ごとに差異がみられる．グルー
プA，Bでは斑晶量が15％以上と多いが，グループCで
は無斑晶質になり，グループDでも15％以下と少ない．
しかし，グループE，Fで再び15％以上と多くなる（図
4）．
　斑晶量と斑晶サイズから判断すると本試料中には新富
士火山旧期溶岩と古富士火山末期の溶岩が存在する可能
性が高い．すなわち，グループCの無斑晶質溶岩を新富
士火山旧期溶岩の初期の噴出物と考えると，グループC
～Fは新富士火山旧期溶岩となる．一方，古富士火山の溶
岩では斜長石斑晶はやや細粒でカンラン石斑晶は粗粒で
あるとすると，グループAは古富士火山の溶岩で，グ
ループBは新富士火山旧期溶岩にあたる可能性が高い．
従って，記載岩石学的検討結果から判断すると，グルー
プAは古富士火山の溶岩で，グループB～Fは新富士火
山旧期溶岩と考えられる．本試料の全岩主成分，微量元
素について行なわれた岩石化学的検討でも同じ結論が得
られている（富樫ほか，1997）．
　本試料では，古富士火山と新富士火山の噴出物は斑晶
量，斑晶直径，カンラン石含有量は以下のように異なる．
すなわち，古富士火山の溶岩ではコア中の最大3個の斜
長石斑晶の長径の平均値である最大平均粒径は5mm
以下だが，カンラン石の薄片での最大粒径は1mm以上
であり，斑晶量は15％以上である．一方，新富士火山の
旧期溶岩では初期は無斑晶質だが，それに引き続き噴出
した溶岩は斑晶量は古富士溶岩と同様15％以上であり，
斜長石の最大平均粒径が5mm以上でカンラン石斑晶
の最大粒径は概ね1mm以下である．
5、他地点のボーリングコアとの比較
　富士山の南麓ではこれまで，南西麓の箱荒沢（標高
1050m），南南東麓の大淵（標高700m）でそれぞれ深度
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330m，1000mまでのボーリングが行われている．この
うち，箱荒沢は掘削坑道で，地表から深度180mまでの
溶岩は新富士火山の旧期溶岩に，それ以深の噴出物は古
富士火山のテフラや溶岩に対比されている（Tsuya，
1962）．なお，箱荒沢の掘削深度についてTsuya（1962）
は掘削坑道口からの距離で記載しているため，ここでは
掘削地点の傾斜角をもとに噴出物の層厚を計算により求
めた．一方，大淵では試料の未回収部が多いものの，深
度280mまでは新富士火山の旧期溶岩が存在し，それ以
下は古富士火山の噴出物からなると推定されている
（Tsuya，1962）．ただし，箱荒沢ボーリングでは深度
！80～330mの問に火砕物が複数狭在することから，新富
士火山の旧期溶岩は深度180mまでであることも考え
られる．また，Tsuya（1962）の記載では大淵ボーリング
でも深度276～279mの溶岩は岩相が新富士火山の溶岩
に類似しているに過ぎず，明確な新富士火山旧期溶岩は
深度157mまでである．従って，新富士火山旧期溶岩の
層厚は箱荒沢ボーリングでは180mないし330m，大淵
ボーリングでは157mないし280mとなる．今回，吉原
ボーリングでは，新富士火山の旧期溶岩は地表下160m
まで存在すると考えられる．このため，箱荒沢，大淵，
吉原のデータのみで判断すると，富士山南麓における新
富士火山旧期溶岩の層厚は少なく見積もっても160m，
最大では330mとなる．
　一方，北麓の旧期溶岩の層厚は南麓よりも小さい．す
なわち，防災科学技術研究所の鳴沢観測井（標高1250m）
では途中の試料が欠落していて正確な層厚は不明だが旧
期溶岩の層厚は40～100m（宮地ほか，1995），農林省農
地局の鳴沢ボーリングNo．11（標高1000m）では70m
（Tsuya，1962）と見積もられている．ボーリング地点数
が少ないが，これら5地点の層厚を比較する限り，北側
より南側の方が旧期溶岩の層厚は大きい．このような旧
期溶岩の層厚の差異が生じた原因として，①山頂火口か
らの旧期溶岩流下時に山頂部北側付近に地形の高まりが
あり，溶岩が北側に流下し難かった，②山頂火口以外の
側火口の活動が山体の北側より南側の方が活発であっ
た，などの可能性が挙げられる．古富士火山末期には頻
繁に山体崩壊が発生した（上杉ほカ），1992）が，山体の
北側には比較的山体崩壊堆積物は分布しない．このため，
旧期溶岩噴出時には山頂火口の北側に崩壊しなかった山
体が残存していたことが考えられる．また，富士山南東
麓に流下した三島溶岩は分布から南東斜面の側火口から
噴出した可能性が高く，富士山の南側に活動的な側火口
が存在したことも考えられる．このような地表調査だけ
では明らかにできない富士山の噴火史を解決するために
は，富士山一帯でより多くのボーリング試・資料が蓄積
されることが重要である．
まとめ
　富士山南麓の吉原で防災科学技術研究所により観測井
設置のため行われた200mボーリングで得られた試料
について岩相，記載岩石学的特徴を調べ，以下の結論を
得た．
1）ボーリングコアは24層のフローユニットからなる
　玄武岩質の溶岩と2層の玄武岩質の火砕物からなる．
　溶岩は類似する岩質のものをまとめると19層となる．
　火砕物のうち下位のものは層厚5mのやや固結した
　スコリア流堆積物である．
2）記載岩石学的特徴により溶岩や火砕物はグループ
　A～Fに区分される．斑晶量と斑晶サイズから判断す
　るとグループAは古富士火山の溶岩で，グノレープB
　～Fは新冨士火山旧期溶岩である可能性が高い．本地
　点では古富士火山の溶岩の斑晶量は15％以上，斜長石
　斑晶の最大平均粒径は5mm以下だが，カンラン石の
　最大粒径は1mm以上であった．一方，新富士火山旧
　期溶岩では初期は無斑晶質だが，それに引き続き噴出
　した溶岩は斜長石の最大平均粒径が5mm以上でカ
　ンラン石斑晶の最大粒径は概ね1mm以下であった．
3）他地点のボーリング資料を含めて判断すると，富士
　山南麓における新冨士火山旧期溶岩の層厚は
　160～330mである．この値はこれまでに知られている
　北麓の旧期溶岩の層厚より大きい．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨
　富士山南麓の富士吉原火山活動観測施設設置の際に地表から地下201mまでの間で採取されたボーリングコア
試料について層序と岩石学的特徴を明らかにした．ボーリングコア試料は19層の玄武岩質溶岩と2層の固結した玄
武岩質の火砕物からなる．火砕物のうちの1層はスコリア流堆積物である．これらの試料は岩石学的特徴からA～F
の6グループに区分される．グループAは古富士火山の噴出物でグループB～Fは新富士火山の旧期溶岩に相当す
る．既存の資料と併せて判断すると，新富士火山旧期溶岩の層厚は富士山の南側の方が北側よりも大きい．
キーワード1富士火山，ボーリングコア，溶岩流，火砕流，記載岩石学
（a）
　　　　5m 6m
10m
写真1（a）
Photo1（a）
ボーリングコアの写真（深度5～10m，25～30m）
Borehole　cores5～10m　and25～30m　in　depth．
26m
30m
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富士山吉原観測井のボーリングコアの層序と岩石学的特徴一宮地ほか
（b）
36m
40m
61m
65m
写真1（b）　ボーリングコアの写真（深度35～40m，60～65m）
Photo1（b）　Boreho1e　cores35～40m　and60～65m　in　depth．
（C）
…墓86m
???
、・ミ
1籔’
二蚊一
、帖
畷婁gOm
106m
110m
写真1（c）　ボーリングコアの写真（85～90m，105～110m）
Photo1（b）　Boreho1e　cores85～90m　and　l05～110m　in　depth．
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（d）
垂§136m
§
　　　、ぎ151m
一一、誰麗」、
155m
写真1（d）　ボーリングコアの写真（135～140m，150～155m）
Photo1（d）　Boreho1e　cores135～140m　and．150～155m　in　depth．
（e）
180m
、l171m
l175m
185m
写真1（e）　ボーリングコアの写真（170～175m，180～185m）
Photo1（e）　Boreho1e　cores170～175m　and180～185m　in　depth．
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富士山吉原観測井のボーリングコアの層序と岩石学的特徴 宮地ほか
（f）
200m
灘191m
　　195m
ll196m
写真1（f）
Photo1（f）
ボーリングコアの写真（190～201m）
Boreho1e　cores190～201m　in　depth．
200m
醸201m
（9） A
17955m→
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、180’．＝70fh一〉・嚢
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　　　　　壮・
　　　　　⑧・
　　　　　閉。
　　　　　義一
　　　　　⑳一
　　　　　N－
　　　　　0｝
　　　　　⑩・
　　　　＿｝口’
　　　　茎～・
　　　　　ω・
　　　　　紅
　　　　　　……
　　　　　閉
■叩→＿
写真1（9）
Photo1（9）
ボーリングコアの写真（火砕流堆積物）
Boreho1e　cores　of　the　pyroc1astic　f1ow　deposits．
A：Pyroc1asticsurgedeposits，B：scoriaf1owdeposit．
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扁m
飛
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写真2　岩石薄片の顕微鏡写真
Photo2　Photom1crographs　of　th1n　sect1ons　of　boreho1e　core　samp1es
　　　　　　P1：p1agioc1ase，O1：o1ivine，Ox：Fe－Ti　oxide．
　　　　　　1：C1ear　p1agioc1ase　phenocrysts　and　crysta1－c1ots　of　o1ivine　crysta1s．O1ivine　crysta1s
　　　　　　　are　surrounded　by　thm　react1on　r1m（samp1e　No3－2　202m）Cross－po1ar1zed11ght
　　　　　　2　Subhedra1o11v1ne　surrounded　by　react1on　r1m　of　Fe－T1ox1de　and　pyroxene（samp1e
　　　　　　　No．11－2：106．2m）．P1ane－po1arized1ight．
　　　　　　3　Honey－combed　structure　m　p1ag1oc1ase（samp1e　No12－1　1184m）Cross－po1ar1zed
　　　　　　　1ight．
　　　　　　4　Interserta1groundmass　and　euhedra1to　subhedra1o11vme　phenocrysts（samp1e　No
　　　　　　　12－1　1184m）Cross－po1ar1zed11ght
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